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ALS ドキュメント映画『杳
はる

かなる』の上映会 報告 
運営委員・谷津和代 

 

本年７月 20 日（日）、札幌市教育文化会館に雨上がりの蒸し暑い中、宍戸大裕監督の映

画『杳かなる』の上映会に 100 名を超える、多くの方々にお越し頂きまた。 

日本 ALS 協会北海道支部の木下事務局長の司会のもと、山田支部長から「北海道に住む

人にこの病気を知ってもらい、ALS 患者のサポートに繋げていきたい。」と挨拶があり、続

いて松山委員よりあらすじの説明後、上映会が始まりました。 

映画は、寺尾紗穂のナレーションにより静かに流れていきました。 

６年前にＡＬＳと診断を受けた、佐藤裕美さんの生死の狭間に揺れる日々の生活が淡々 

と、ひとり生を証するように詩を綴りながら進んでいきました。 

そんな中、同じように障害のある友人を通して、岡部宏生さんとめぐり逢いました。岡

部さん自身も、「いまも迷いの中にいます。」と、仰っていますが、佐藤さんに「生きるこ

とを一緒に考えてみましょう」と告げられました。 

その後も多くの方との出会いがあり、池袋難病カフェを交流の場として活動されまし

た。 

しかし、撮影から 1 年後、空白の 1 年間がありました。 

きっと、ＡＬＳに対して思い悩み苦しむ日々が続いていたのだと思います。 

その間、岡部さんの暮らしも撮影された事に、佐藤さんの気持ちを想いやる岡部さんの

優しさを感じました。 

再び撮影が始まり、また生きていく人間の強さ、弱さを表現しながら岡部さんと一緒に

長い旅に出て、星空を見上げながら、佐藤さんは、詩「長い旅」を書き上げ、人間が生き

る意味を問いかけているような気がします。 

最後に、佐藤さんに「生きることを一緒 

に考えたい」と告げ、映画が終了しました。 

岡部宏生さんは、令和 7 年 7 月 17 日に 

ご逝去されました。 

最後まで、生きることを考えさせていた 

だいた、岡部さんのご冥福をお祈り申し上 

げます。 

 


